
 

国の国の国の国の第３期がん対策推進基本計画（案）第３期がん対策推進基本計画（案）第３期がん対策推進基本計画（案）第３期がん対策推進基本計画（案）における目標設定についてにおける目標設定についてにおける目標設定についてにおける目標設定について    

 

福岡県保健医療介護部がん疾病対策課 

 

１ 全体目標 

  がん患者を含めた国民が、がんの克服を目指し、がんに関する正しい知識を持ち、

避けられるがんを防ぐことや、様々ながんの病態に応じて、尊厳を持って、いつでも、

どこに居ても、安心かつ納得できるがん医療や支援を受け、暮らしていくことができ

るよう、「がん予防」、「がん医療の充実」、「がんとの共生」を３つの柱とし、平

成２９（２０１７）年度から平成３４（２０２２）年度までの６年程度の期間の全体

目標として、以下の３点を設定する。 

 （１）科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実 

～がんを知りがんを予防する～ 

 （２）患者本位のがん医療の実現 

～適切な医療を受けられる体制を充実させる～ 

 （３）尊厳を持って安心して暮らせる社会の構築 

～がんになっても自分らしく生きることのできる地域共生社会を実現する～ 

 

２ 数値目標 

 （１）がんの１次予防 

・喫煙率については、成人喫煙率を１２％とすること及び２０歳未満の者の喫煙 

をなくすことを目標とする。 

   ・その他の生活習慣改善については、生活習慣病のリスクを高める量を飲酒して 

いる者について、男性１３．０％、女性６．４％とする。 

・運動習慣のある者について、２０～６４歳の男性３６．０％、女性３３．０％、 

６５歳以上の男性５８．０％、女性４８．０％とする 

こと等を目標とする。 

 （２）がんの早期発見、がん検診（２次予防） 

    国は、男女とも対策型検診で行われている全てのがん種において、がん検診の

受診率の目標値を５０％とする。 

    国は、精密検査受診率の目標値を９０％とする。 

 

３ 新たな分野別施策目標 

  （１）（１）（１）（１）がんゲノム医療がんゲノム医療がんゲノム医療がんゲノム医療    

     国は、ゲノム情報等を活用し、個々のがん患者に最適な医療を提供するため、 

「ゲノム情報を用いた医療等の実用化推進タスクフォース」や「がんゲノム医

療推進コンソーシアム懇談会」の議論も踏まえ、本基本計画に基づき、段階的

に体制整備を進める。また、「がんゲノム医療推進コンソーシアム」を形成す

ることや、２年以内に拠点病院等の見直しに着手する等、がんゲノム医療を提

供するための体制整備を進める。 

 

 

 

 

資料１ 



 

     （２）（２）（２）（２）免疫療法免疫療法免疫療法免疫療法    

     国は、薬事承認を受けて実施される免疫療法で、安全で適切な治療・副作用

対策を行うことができるように、関係団体等が策定する指針等に基づいた適切

な使用を推進する。 

  国は、免疫療法に関する適切な情報を患者や国民に届けるため、情報提供の

あり方について、関係団体と連携して検討を行う。 

  国は、革新的であるが非常に高額な医薬品について、適切で、効果的な使用

のあり方を検討する。 

 

  （３）（３）（３）（３）支持療法支持療法支持療法支持療法    

     国は、がん治療による副作用・合併症・後遺症により、患者とその家族の生 

活の質が低下しないよう、患者視点の評価も重視した、支持療法に関する診療

ガイドラインを作成し、医療機関での実施につなげる。 

 

  （４）（４）（４）（４）難治性がん難治性がん難治性がん難治性がん    

     国は、希少がん・難治性がんに対するより有効性の高い診断、治療法の研究 

開発を効率的に推進するため、国際的な研究ネットワークの下で行う等、がん

研究を推進するための取組を開始する。患者に有効性の高い診断法、早期発見

法、治療法を速やかに提供するための体制づくりを進める。 

 

  （５）（５）（５）（５）AAAAYAYAYAYA 世代のがん世代のがん世代のがん世代のがん    

     国は、小児がん、ＡＹＡ世代のがんを速やかに専門施設で診療できる体制の 

整備を目指して、「小児がん医療・支援のあり方に関する検討会」及び「がん

診療提供体制のあり方に関する検討会」で検討を行い、３年以内に、小児がん

拠点病院とがん診療連携拠点病院等の整備指針の見直しを行う。 

 

       （６）（６）（６）（６）高齢者のがん高齢者のがん高齢者のがん高齢者のがん    

     国は、高齢者のがん診療に関する診療ガイドラインを策定した上で、診療 

ガイドラインを拠点病院等に普及することを検討する。 

 

  （７）（７）（７）（７）ライフステージに応じたがん対策ライフステージに応じたがん対策ライフステージに応じたがん対策ライフステージに応じたがん対策（再掲）（再掲）（再掲）（再掲）    

          国は、小児がん、ＡＹＡ世代のがんを速やかに専門施設で診療できる体制の 

整備を目指して、「小児がん医療・支援のあり方に関する検討会」及び「がん

診療提供体制のあり方に関する検討会」で検討を行い、３年以内に、小児がん

拠点病院とがん診療連携拠点病院等の整備指針の見直しを行う。 

     国は、高齢者のがん診療に関する診療ガイドラインを策定した上で、診療 

ガイドラインを拠点病院等に普及することを検討する。 

 


